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The Changing Relationship between Politics and Ethnicity 
in Contemporary Malaysia:
The Emergence of Chinese Leaders Supporting PAS in Kelantan
Takamura Kazue*
The aim of this paper is to advance an ethnographic analysis of Chinese leadership in 
Kelantan.  The Chinese community in Kelantan is often referred to as a disadvantaged 
minority constrained by a strong Islamic political setting in which Parti Islam Se-Malaysia 
(PAS) dominates.  In fact, developments in the past decade have seen the emergence of 
Chinese leaders who support PAS.  These leaders are actively expanding their political 
sphere and appealing to Chinese voters.  This phenomenon is unique to West Malaysia, 
where political parties formed along exclusive ethnic lines dominate.  The emergence 
of the Chinese leaders supporting PAS has its roots in the late 1990s, when a former 
Gerakan Deputy Youth leader converted to Islam and became the fi rst Chinese Muslim 
member of PAS.  Since Anuar Tan was elected as a state assembly member in 1999, a 
number of Chinese have been appointed as municipal councilors and various committee 
members under the PAS state government.  These leaders function as bridges between 
PAS and the Chinese community.  To comprehend the social background of emerging 
Chinese leaders supporting PAS, this paper will focus especially on the structure of Chinese 
leadership and its relationship with the Islamic party.  The paper ultimately seeks to 
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［The New Straits Times August 23, 2000; 『星州日報』October 29, 2004］．
このような PASの宗教的側面が強調される中で，クランタンには PAS所属の華人ムスリム






 1） PASは統一マレー人国民組織 UMNO（United Malays’ National Organization）のイスラム福祉部門をその起源
とする．この部門はウラマー（ulama）と呼ばれるイスラム学者を中心とするものであった．1951年に汎マ
ラヤ・イスラム党（Persatuan Islam Se-Malaya）が結成され，1955年の総選挙で英語名の Pan Malayan Islamic 
Party（PMIP）として登録された．マレー語名（Parti Islam Se-Malaysia）に基づく略称 PASが用いられるように
なったのは 1970年代以降である［Funston 1976: 69-73］．









舞台上での女性の演出パフォーマンスの禁止などである［『星州日報』November 7, 2004; Stark 2004: 68］．し
かしながら 2003年から 2005年の間における筆者の観察からは，PASの公共の場のイスラム化政策は実際の日
常レベルではそれほど浸透していない感を受けた．






［Mohammad Hashim 1998: 203-207; Aliran Monthly 2002］．
 5） 2000年のセンサス（国勢調査）によれば，クランタン州の全人口 126万人のうち，その民族構成はマレー人
（Melayu）が 95％（120万人），先住民のオラン・アスリ（Orang Asli）が 0.8％（1万 550人），華人（cina）が
3.5％（4万 4,545人），インド人（india）が 0.27％（3,499人），その他（lain-lain，ほとんどがタイ仏教徒）が
0.6％（8,376人）であった［Jabatan Perangkaan Malaysia 2001］．
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リムに改宗し，正式に PASに入党する［『中国僑網』July 8, 2006］．そして同年の選挙で州議
員に当選し，今日に至るまで同議席を保守している．陳議員は，州の内閣に相当する執行理




















むしろ特定の民族集団の利害を主張する民族の庇護者（ethnic patron）［Gomez 2007: 5］とな
 6） 陳議員は 2010年現在「企業開発・貿易及社会団結委員会委員長（華語名）」（Pengerusi Jawatankuasa Pembangunan 
Usahawan, Perdagangan Dan Pembangunan Masyarakat）を務める［『中国報』March 1, 2010; Majlis Mesyuarat 
Kerajaan/Dewan Negeri Kelantan］．
 7） ［『中国報』January 22, 2009］．そもそもクランタンの地方自治体は州都のコタバル市議会（Majlis Perbandaran）
および 11の町議会（Majlis Daerah，華語では「県議会」として表記）から構成される．マレーシアの地方自治
体では，議員選挙が実施されておらず，任命制となっており，実質上州政権を握る政党が任命する権利をもつ
［Jabatan Perangkaan Malaysia 2001: 351; 坂本 2007: 24, 39］．市議員および町議員は，地方自治体の公務員であ
るのに対し，村長（Ketua Kampung）は，州の郡役所（Pejabat Tanah dan Jajahan）によって任命されるコミュ
ニティの指導者であり，厳密には公務員ではない．「郡 Jajahan」とは地方自治体とは別に置かれた行政区分で
あり，クランタン独自の区分である．クランタンには 10の郡 Jajahanの下に，それぞれ地区Daerahが置か







した 1955年にマレー人を代表する統一マレー人国民組織 UMNO（United Malays’ National 
Organization），8）マレーシア華人公会MCA（Malaysian Chinese Association，華語名は「馬来
西亜華人公会」），マレーシア・インド人議会MIC（Malaysian Indian Congress）という 3つ
の民族政党から構成される連盟党（Alliance）が結成されたことにその起源を遡ることができ
る．連盟党は 1971年には与党連合・国民戦線 BN（Barisan Nasional）としてマレーシア人民








が大きな政治的焦点となった［Ratnam 1965; 金子 2001］．独立時において民族集団の境界に
沿って集合的利害が形成されたため，これを調整するため，結果として各民族の庇護者を掲
げる民族政党が政治的に連携し，各民族集団が一定の合意の下に権利・資源を分配するとい












 8） UMNOは 1946年にイギリスによって提案された独立後の憲法案としてのマラヤ連合案（Malayan Union）に
反対して同年，政治組織として結成された．この背景には，マラヤ連合案が人種出自を問わず国民に同等の権
利を与えるという概念を基盤とするものであり，マレー人の移民に対する優先権利が明示されていなかったこ



















も PASは 1970年代に BNの一政党であった時期がある（1972-1977年）．当時の PASは，世
俗的とされる党代表モハマド・アスリ（Mohamad-Asri）の個人的影響下にあり，党の方針そ
のものがマレー人民族主義に大きく傾いていた［Stark 2004: 52］．PASは 1977年に BNを最
終的に離れることになるが，その翌年の総選挙ではクランタン州政権を初めて失う．9）この政
治危機こそが国外でイスラム高等教育を受け，ダッワ運動 10）に強い影響を受けた新しい世代
を台頭させ，党の方向性を大きく変えていくことになる［多和田 1995: 175; Stark 2004: 53; 
Liew 2005; Ong 1995: 174-175］．
1990年に同党はクランタン州政権に復帰すると，11）積極的にイスラム主義の推進を行なって
いく．当時の党代表であったファジル・ヌール（Fadzil Noor）の「イスラムの近代化」とい





徴をもち，さまざまな組織が生み出された［多和田 1995: 173-174; Nagata 1980: 413-416］．
11） 1990年の PASのクランタン州政権の復帰の背景には 1980年代末の UMNO党内部の分裂後に結成された 46
年精神党 Parti Melayu Semangat 46（Tengku Razaleigh Hamzahを代表）との政治的協力が大きく関わる．この














Action Party，華語名は「民主行動党」）および国民公正党 Parti Keadilan Nasional（2003年
















会の内訳は PASが 24議席，BNの議席は 21議席という五分五分に近い状況となった．14）
このような危機的状況の中で，2008年の総選挙では，PASは再び DAPおよび PKRとの 3
12） 1999年には PASの党員数が従来の 40万人から倍以上の 100万人に急増した［Liow 2009: 77］．
13） マレー名の Keadilanの日本語訳に関しては，「正義」あるいは「公義」とされる場合もあるが，本稿では華語名
の「人民公正党」をそのまま使用する．
14） PASは 2005年のペンカラン・パセ（Pengkalan Pasir）における州議会補欠選挙によって，さらに 1議席を失い，
クランタン州議会は BNが 22議席，PASが 23議席となった［Stark 2004: 56-58; Liew 2007: 108-109］．
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党間で野党連合・人民連盟 PR（Pakatan Rakyat）15）を結成する．そして PRは 11州中，5州
（ペナン，セランゴール，クダー，ペラ，クランタン）において州政権を獲得するという快挙
を果たした．同選挙では，BNがかろうじてマジョリティを確保したものの，独立以降初め
て BNの下院議席数が全体の 3分の 2を下回る状況になった．16）PASもまた議席を大きく拡大
し，クランタン州議会では定数 45議席中 38議席を獲得し，クダーの州議会においては 5議


















15） Pakatan Rakyatの日本語訳に関しては，「人民協約」や「人民連合」など定まっていない［山本 2008: 4; 川端 
2008: 109］．本稿では華語名の「人民聯盟」を参照した．
16） 2008年の総選挙では，国会においては野党の議席が 82議席，UMNOを柱とする与党連合・国民戦線 BNの議
席数が 3分の 2以下（140議席）であった．なお，野党連合の国会における内訳は PKRが 31議席，DAPが 28
議席，PASが 23議席であった［Pepinsky 2009: 94］．
17） ペピンスキーは詳細な選挙区データを用いて，2008年の総選挙の結果を分析し，BN後退の背景にはマレー人
有権者よりも，むしろ非マレー人有権者の BN支持離れがあったことを指摘している．たとえば，MCAが BN







































































20） 豚肉の販売は，コタバル市内の通称「華人市場」（Pasar Pokok Pinang）に限定されているが，これは 1980年代


























































































の陳氏が立候補して以来，同氏が連続して同区の州議会議席を保持している［The Star March 








27） マレーシアでは小選挙区制をとるため，ひとつの選挙区に BNの公認候補は 1人しか立てることができない［山
本 2008: 5］．
28） 2006年 7月 27日，MCAコタバル区部長の陳永生氏とのインタビューに基づく．2008年の総選挙におけるコ
タ・ラマ選挙区の有権者 27,000名の内訳は，マレー人が 60.5％，華人が 36.8％，インド人が 2％という構成で
あった［『中国報』April 21, 2009］．
29） たとえば，国会選挙区のコタバルにおけるマレー人有権者の間の BN支持率は 1995年は 41％，1999年は































































経済顧問として起用している［『星州日報』December 3, 2004; The Straits Times December 10, 
2004］．
2004年の視察ツアーの主な目的は，中国有色鉱業集団との契約のためだけでなく，クラン




34） AFTAとは，1992年の第 4回 ASEAN（東南アジア諸国連合）首脳会議で提起されたものであり，域内貿易の活
性化，域外からの直接投資と域内投資の促進および域内産業の国際競争力強化を主要目的とする．具体的には
















コー金山（Sokor gold fi eld）で進められており，2010年 7月には本格的な金の採掘生産を開
始するという．36）クランタン州政府の資本誘致の試みは，マレーシア国内の華人系企業に対し
ても行なわれており，たとえば，陳議員に次ぐ PAS派華人指導者として後述する元コタバル

















有限公司の子会社として位置づけられている［The Star May 18, 2007; 『南洋商報』July 18, 2010; 中色金礦有限
公司 2011］．
36） このソコー金山はほぼ未開発のままであり，西マレーシアで最大の金鉱山のひとつになる可能性があるという
［『光明日報』May 18, 2010; 中色金礦有限公司 2011］．財源の限られたクランタン州政府にとってみれば，金鉱
山開発によって見込める税収入はかなり魅力的なものであるといえる．ただし州政府は州内の鉱物資源に関わ
る権限をもつものの，トレンガヌにおける連邦政府のオイル・ロイヤルティ奪取問題にみられるように，州政
府の鉱物資源開発に関する権限は必ずしも保証されていない［河野 2010: 99-100; The Star February 24, 2010］．
37） 符氏の名前はマンダリン読みでは Fu FangQiaoと表記されることもある．
































































































































































44） 2006年 7月 28日，MCA（クランタン）関係者とのインタビュー．
45） PAS支持者団体の詳細については次節を参照．






























そして支持者倶楽部の会員数が 2万人を越えた 2010年 5月に全国 PAS支持者大会堂（Dewan 
Himpunan Penyokong PAS，華語名は全国回教黨支持者大會堂，以下略称 DHPP）として正
式な PASの関連団体に格上げされた．当初の支持者倶楽部は，党組織の外に置かれた明確な
地位をもたない団体であったわけであるが，DHPPとして党内部に正式に組み込まれた［The 

















あることを示唆したのは 2010年の党大会においてである［『光明日報』March 26, 2008; 『中
48） 符氏は支持者倶楽部の発足に関して，あくまでも符氏ら華人有志数名の自主的な意思によるものであったとい
う（2006年 6月 29日，符芳僑氏とのインタビューより）．
49） ［Free Malaysia Today May 29, 2010］．なお，PAS支持者倶楽部の会員が 2万人に達した 2009年には倶楽部そ
のものを華人とインド人で分けるという動きもあったが，結局，これは与党 BNによる民族主義と変わりがな













総選挙に出馬することを支持している［『星州日報』June 5, 2011］．ただし，こうした PAS派
華人指導者の積極的な政治的活動の背景には，ニック・アジズの個人的後押しがあり，高齢で
ある同氏が引退した後の DHPPの存在そのものを危ぶむ声を一部メディアが報じている［The 














［The Malay Mail December 30, 2009］，また PASが非ムスリム有権者（主に華人）からの支持
獲得を積極的に行なうことによって，反対にマレー人支持者層の党離れを招きかねないという
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